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今号の主な内容▶3面：新型コロナウイルスワクチン3回目接種：住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金について

　ギャラリーでは、博物館主催の企画展や展
覧会をはじめ、市民の文化活動の発表の場と
して施設の貸し出しも行っています。
　壁紙や床を入れ替え、以前よりも明るい印
象となりました！
※写真は1月8日～23日に行った「企画展『第
37回 清瀬美術家展』」の会期中に撮影したも
のです。

　2月1日㈫より、民俗展示室が新しくなります！
　明治から現代にかけての市の歴史や暮らしを紹介する民俗展示室に、国指定
重要有形民俗文化財の「清瀬のうちおり」を常設展示するコーナーを設置します。
「清瀬のうちおり」の展示は、60日ごとに資料を入れ替えますので、時期によっ

てさまざまな資料をご覧いただけます。
　また、清瀬の昔の暮らしコーナーは、清瀬の生活の歴史を学べる展示にな
っています。
　明治から現代に至るまでの清瀬の歴史を、代々大切に受け継がれてきた「う
ちおり」とともにぜひご覧ください！
 問郷土博物館☎042-493-8585
※写真に映っている展示品などのレイアウトは仮のものです。

　古来、特別な階級の人や都に住む人を除き、
身近で手に入る材料で糸を作り、布を織り、
家族の衣をまかなうのは女性の役割でし
た。
　ところが明治以降、貨幣経済の普及
に伴い、農村地域でも呉服屋で反物を
購入し、家族の衣類をまかなうようにな
りました。「うちおり」はその時代に、誰
が言うともなく使われだした言葉で、家族
用に織った布を示す集合名詞です。呼
び名はキルバッタ、ウッチョリ、テ
メエオリなど、地域によりさまざ
まです。
　清瀬市および周辺地域のうちお
りは、糸、反物、小物類、端裂

きれ
に

至るまですべてを対象に収集され
ています。

「うちおり」とは？
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